
携帯電話やパソコンのメール機能を利用
した防犯・防災・緊急・町の情報配信を
行っています。登録は町ホームページま
たはＱＲコードから

特集「子育て環境」……………………………２Ｐ
タウンニュース  ………………………………４Ｐ
いたくらウォッチング …………………………  ８Ｐ
タウンスタジオ  ………………………………10Ｐ
STEP！ 教育委員会 ……………………………12Ｐ
くらしの情報  …………………………………14Ｐ
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保
健
セ
ン
タ
ー
と
は

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の

皆
様
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

つ
く
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

イ
キ
イ
キ
と
生
活
が
で
き
る
こ
と

を
願
い
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
お
年

寄
り
の
か
た
ま
で
す
べ
て
の
町
民

を
対
象
と
し
て
、
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
の
各
種
健
診
や
教
室
、
相

談
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
衛
生
に
関
す
る
情

報
提
供
や
対
象
者
ご
と
の
「
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
、「
母
と
子
」
を
中
心
と
し

た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

今後のスケジュール
健診・教室・相談会

生まれてくる子どもが健やかに育つことを願い、国はもとより
各自治体でいろいろな施策が行われています。
板倉町においても保健センターを中心に、妊娠中から赤ちゃん
誕生後の健診（妊婦健康診査や乳幼児健診）・相談などの施策を
展開しています。

内容日程
コアラ学級（赤ちゃんの好きな手遊び・歌遊び）２月６日（月）
４・６・９か月児健診（平成23年10・８・５月生）２月15日（水）
１歳６か月児健診（平成22年６・７月生）２月17日（金）
３歳児健診（平成20年10・11・12月生）２月22日（水）
１歳６か月児健診（平成23年６・７月生）３月５日（月）
コアラ学級（赤ちゃんを危険から守る救急法）３月５日（月）
２歳児親子歯科健診（平成21年12月・22年１月生）３月13日（火）
４・６・９か月児健診（平成23年11・９・６月生）３月14日（水）
１歳児健診（平成23年２・３月生）３月15日（木）

離乳食教室３月28日（水）

板倉板倉町町のの
子育て環    　　子育て環境境

(3) 広報いたくら　Ｈ24．２．１

   母子健康手帳を

　妊娠と分かったら、役場に
行き母子健康手帳をもらい
ましょう。母子健康手帳
は、妊娠中の健康状態や
出産後の子供の発育状況、
予防接種などの記録ができるものです。
記録をすることで、妊娠中から育児期の家族や親子
の様子を残すことができます。ぜひ母子健康手帳を
ご自分のものとして活用してください。
　母子健康手帳と併せて、妊婦健診費用の一部を助
成する妊婦一般健康診査受診票（14回分）もお渡し
しています。

妊娠したら

                ママパパセミナー　

　プレママ・プレパパを対象にママパパセミナーを

１年に３コース（１コース３日間）行っています。妊

娠・出産に関する情報

や友達づくりの場を提

供しています。赤ちゃ

んが生まれたらすぐ使

える沐浴実習やイクメ

ン養成講座などがあり

ます。多くのママ・パ

パの参加をお待ちして

います。

子育て応援教室・相談会

　お子さんの発育発達の確認や
育児・離乳食相談や歯みがき指
導を行っています。離乳食はお
話しだけでは分かりにくいので
離乳食教室を行っています。実
習中はスタッフがお子さんをお
預かりしますので安心して参加
できます。
　また、子育て支援や仲間づく
りの場として、コアラ学級があ
ります。健診とは違い、いろい
ろな月齢のお子さんやママ達が
参加するので、情報交換の場と
もなっています。

乳幼児健診

　乳児健診（４か月・９か月）、 股 関節脱
こ

 臼 検診（４
きゅう

か月児）、６か月児相談（ブックスタート絵本の配
布・離乳食の試食）、１歳児健診、１歳６か月児健診、
２歳児親子歯科健診、３歳児健診があります。忘れ
ずに受診してください。

予防接種

　各種予防接種を実施しています。保護者の責任と
して接種義務のある予防接種費用について、全額助
成しています。町の予診票を配布しますので、体調
のよいときに接種しましょう。接種スケジュール
は、保健師にご相談ください。

赤ちゃんが生まれたら

○
家
事
・
育
児
を
完 
璧 
に
こ
な
す

ぺ
き

　

の
は
、
難
し
い
も
の
で
す
。
時

　

に
は
手
抜
き
も
必
要
で
す
よ
。

○
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
誰

　

か
に
相
談
し
た
り
、
助
け
て
も

　

ら
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
と
い
る
こ
と
が
つ
ら
い

　

と
き
は
、
子
ど
も
を
パ
パ
に
預

　

け
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
も

　

お
す
す
め
で
す
。

○
マ
マ
は
、
パ
パ
の
優
し
さ
に
触

　

れ
た
と
き
、
言
葉
に
出
し
て
感

　

謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
言
わ
な
く
て
も
分
か
る
」よ
り

　
「
言
っ
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
」

　

関
係
が
大
切
で
す
。

○
パ
パ
は
マ
マ
の
話
を
聞
い
て
あ

　

げ
ま
し
ょ
う
。
子
育
て
や
家
事

　

で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
マ
マ
の

　

気
持
ち
を
分
か
っ
て
あ
げ
て
。

○
マ
マ
は
子
ど
も
の
世
話
で
手
一

　

杯
。
で
き
る
だ
け
パ
パ
は
自
分

　

の
こ
と
は
自
分
で
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
育
て
で
大
変
な
マ
マ
に
、
言

　

葉
や
態
度（
ゴ
ミ
出
し
な
ど
）で

　

感
謝
を
表
し
ま
し
ょ
う
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
つ
で

　

も
皆
さ
ん
の
ご
相
談
な
ど
を
お

　

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

　

し
た
事
で
も
、
い
っ
し
ょ
に
考

　

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

　

パ
パ
・
マ
マ
へ
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申
告
相
談
を
お
忘
れ
な
く

　

町
で
は
、
２
月　

日　

か
ら
３

16

(木)

月　

日　

ま
で
の
期
間
中
に
役
場

15

(木)

第
２
庁
舎
相
談
会
場
で
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。

▼
確
定
申
告
が
必
要
な
か
た

①
事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
の
あ

る
か
た
及
び
資
産
を
売
っ
た
か
た

な
ど
で
、
平
成　

年
中
の
所
得
金

23

額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除
等
の

合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額

を
基
に
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控

除
額
等
と
の
合
計
額
を
超
え
る
か
た

②
年
末
調
整
を
し
た
給
与
以
外
の

給
与
収
入
と
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が　

万
円
を
超

20

え
る
か
た

③
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
し
て

な
い
か
た

▼
税
務
署
へ
申
告
が
必
要
な
か
た

○
青
色
申
告
の
か
た

○
営
業
所
得
な
ど
農
業
以
外
の
事

業
所
得
、
譲
渡
所
得
、
消
費
税
の

あ
る
か
た

○
投
資
信
託
な
ど
の
金
融
商
品
を

申
告
さ
れ
る
か
た

○
贈
与
税
の
あ
る
か
た

▼
町
へ
申
告
が
必
要
な
か
た

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
板

24

倉
町
に
住
ん
で
い
る
か
た
で
、
平

成　

年
中
に
収
入
が
あ
っ
た
か

23
た
、　

〜　

歳
の
か
た
で
平
成　

23

64

23

年
中
に
扶
養
に
入
っ
て
お
ら
ず
、

収
入
が
な
い
か
た
に
つ
い
て
は
、

町
に
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
告
書
が
送
ら
れ
た
か
た
は
、

「
町
へ
申
告
す
る
必
要
の
な
い
か

た
」
に
該
当
す
る
か
た
を
除
き
該

当
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

▼
町
へ
申
告
す
る
必
要
の
な
い
か
た

①
税
務
署（
ｅ－

Ｔ
Ａ
Ｘ
含
む
）で

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
か
た

②
給
与
所
得
の
み
の
か
た
（
勤
務

先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
が
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

▼
申
告
相
談
に
必
要
な
書
類

①
農
業
所
得
者
は
収
支
内
訳
書
、

給
与
・
年
金
所
得
者
は
源
泉
徴
収

票
の
原
本

②
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
地
震
保
険
等
の
控
除
証
明
書

③
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明

書
ま
た
は
領
収
書
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
農
業
者
年
金
保

険
料
な
ど
の
領
収
書

④
印
鑑
、
申
告
者
そ
れ
ぞ
れ
の
本

人
名
義
の
通
帳

⑤
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
か
た
は
、
年
末
残
高
証
明

書
、
登
記
事
項
証
明
書
（
土
地
、

家
屋
）、
契
約
書
の
写
し
、
住
民
票

の
写
し
、
平
成　

年
６
月　

日
以

23

30

後
に
住
宅
購
入
の
契
約
を
し
、
補

助
金
等
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は

そ
の
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た

は
、
平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
医

23

療
費
の
領
収
書
（
医
療
保
険
の
補

て
ん
が
あ
る
場
合
は
補
て
ん
金
額

の
わ
か
る
書
類
）

▼
農
家
戸
別
補
償
金
、
水
稲
高
温

障
害
特
別
支
援
金
、
加
工
用
米
助

成
金
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

害
の
賠
償
金
・
補
償
金
に
つ
い
て

　

平
成　

年
中
に
通
知
（
合
意
）

23

さ
れ
た
金
額
は
農
業
所
得
の
雑
収

入
と
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

課
税
係

�
内
線
２
１
２

受付時間会　場対象行政区月日（曜日）

【午前】
９時～11時

【午後】
１時～　　
　３時30分

板倉町役場
第２庁舎
会議室

１区２月16日(木)
２区17日(金)

３区～５区20日(月)
６区・７区21日(火)
８区・９区22日(水)
10区・11区23日(木)
12区・30区24日(金)
全行政区27日(月)
31区～36区28日(火)
13区・14区29日(水)
15区・16区３月１日(木)
17区・18区２日(金)
19区・20区５日(月)
21区・22区６日(火)
23区・29区７日(水)
24区８日(木)
25区９日(金)

全行政区12日(月)
27区13日(火)

26区・28区14日(水)
全行政区15日(木)

※対象行政区以外の期日でも申告相談はできます。

申告相談日程

※バスを利用して申告
会場へ来られるかた
は、「役 場 入 口」(館
林・板倉線）で下車し、
会場にご来場ください
（徒歩約７分）。なお、
バス時刻表について
は、「わかりやすい予
算書」や町ホームペー
ジに掲載しています。
乗降についてご不明な
点がありましたら、お
問い合わせください。

所
得
税
確
定
申
告

広報いたくら　Ｈ24．２．１(5)

献血にご協力ください

　いのちを救う愛の献血にご協力をお願いします。
日時　３月２日(金)
○午前の部　午前10時～正午
○午後の部　午後１時から３時30分
場所　総合老人福祉センター
問合せ　福祉係　�内線３１２

　

県
で
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

支
給
の
要
件
を
満
た
し
て
い

て
、
ま
だ
受
給
し
て
い
な
い
か
た

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

要
件
を
満
た
す
児
童
を
監

護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
、
監

護
し
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
子
家

庭
な
ど
の
父
ま
た
は
養
育
者

要
件　
　

歳
に
達
す
る
日
以
後
の

18

最
初
の
３
月　

日
ま
で
の
間
に
あ

31

る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

○
父
母
が
離
婚

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

○
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

○
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

○
未
婚
の
母
の
子

手
当
額（
月
額
）

９，
８
１
０
円
〜
４
１，
５
５
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

知
的
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の
児
童

20

を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額（
月
額
）

・
１
級　

５
０，
５
５
０
円

・
２
級　

３
３，
６
７
０
円

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
ま
た
は

そ
の
保
護
者
の
福
祉
増
進
を
目
的

に
、
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

①
承
認
期
間
が
平
成　

年　

月
１

23

10

日
以
降
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
持
つ
町
内
在
住
の
か
た

②
有
効
期
間
が
平
成　

年
７
月
１

23

日
以
降
の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
を
持
つ
児
童
の
保
護

者
で
、
町
内
在
住
の
か
た

支
給
額　

月
当
た
り
３，
０
０
０
円

申
請
期
限　

３
月
７
日　
(水)

申
請
に
必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証

②
郵
便
局
以
外
で
、
対
象
者
本
人

名
義
の
通
帳

③
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

特
定
疾
患
患
者
等
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成　

年　

月
制
度
改
正
に
伴

23

10

い
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受

け
取
っ
て
い
た
か
た
も
含
め
、
新

た
に
申
請
が
必
要
で
す
。
手
続
き

が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
か
た
は
、

お
早
め
に
申
請
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
請
猶
予
期
間　

平
成　

年　

月

23

10

１
日
の
時
点
で
受
給
資
格
の
あ
る

か
た
は
、
平
成　

年
３
月
末
ま
で

24

に
申
請
を
す
れ
ば
、　

月
分
か
ら

10

手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
申
請
期
限
が
過
ぎ
た
後
に
請

求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
請
求
を
受

け
付
け
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
）。

※
た
だ
し
、　

月
以
降
に
板
倉
町

10

に
転
入
し
た
か
た
や　

月
以
降
に

10

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
か
た
は
、

基
本
的
に
申
請
の
翌
月
分
か
ら
が

対
象
と
な
り
ま
す
（
３
月
ま
で
に

申
請
を
し
て
も
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

受
け
取
れ
ま
せ
ん
）。

　

対
象
者
に
は
、
申
請
に
必
要
な

「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
」
を　
11

月
上
旬
に
発
送
し
て
あ
り
ま
す
。

届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
か
た
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
務

先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
２

子
ど
も
手
当

特
定
疾
患
見
舞
金

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
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広報いたくらはインターネットでもご覧いただけます
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外
国
人
住
民
基
本
台
帳
制
度
が
７
月
ス
タ
ー
ト

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
り
、
外
国
人
住

民
に
も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
の
は

平
成　

年
７
月
９
日
で
す
。
同
時

24

に
、
外
国
人
登
録
法
は
廃
止
に
な

り
ま
す
。

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
か
た

○
中
長
期
在
留
者
（
在
留
カ
ー
ド

交
付
対
象
者
）

○
特
別
永
住
者
（
特
別
永
住
者
証

明
書
交
付
対
象
者
）

○
一
時 
庇 
護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞

ひ

在
許
可
者

○
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
ま
た

は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞
在
者

※
新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図

る
た
め
に
、
５
月
ご
ろ
を
め
ど
に

外
国
人
住
民
の
仮
住
民
票
を
作
成

し
ま
す
。
そ
の
内
容
を
ご
本
人
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。                    

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係　
　
　
　

�
内
線
２
３
３

住
民
基
本
台
帳
制
度

　

町
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

写
真
を
撮
り
、
冊
子
作
成
な
ど
、

記
録
の
保
存
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
条
件

①
町
内
在
住
の
か
た

②
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
な

ど
の
機
材
を
お
持
ち
の
か
た

③
写
真
加
工
・
編
集
の
で
き
る
か
た

応
募
方
法　

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
情
報
広
報
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
提

出
可
）。
※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
限　

２
月　

日　
29

(水)

そ
の
他　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
合
せ

情
報
広
報
係

�
内
線
１
５
１

�
　

－

１
３
０
０

82

�

k-jouhou@town.itakura.

gunma.jp

　

１
月
２
日　

、
３
日　

に
行
わ

(月)

(火)

れ
た
第　

回
東
京
箱
根
間
往
復
大

88

学
駅
伝
競
走
で
大
会
新
記
録
を
樹

立
し
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
東

洋
大
学
陸
上
競
技
部（
長
距
離
部

門
）の 
酒  
井 

さ
か 
い 
俊  
幸 
監
督
（
写
真
右
）

と
し 
ゆ
き

や
選
手
た
ち
を
含
め
６
名
が
、
１

月　

日　

に
優
勝
報
告
の
た
め
板

16

(月)

倉
町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
監
督
は
「
昨
年
２
位
で
終

わ
っ
た
悔
し
さ
を
ば
ね
に
練
習
に

励
み
、
選
手
が
一
丸
と
な
っ
て

戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
は
選

手
の
調
子
も
良
く
、
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
喜
び
の
声
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
に
出
場
し
た
選

手
全
員
の
名
前
が
書
か
れ
た
色
紙

が
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
１

箱
根
駅
伝
総
合
優
勝
を
報
告

東
洋
大
学
表
敬
訪
問

広
報
イ
ベ
ン
ト

記
録
員
募
集
し
ま
す

広報いたくら　Ｈ24．２．１(7)

　

１
月　

日　

、
１
０
０
歳
到
達

11

(水)

者
慶
祝
訪
問
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 
江  
田  
兼  
吉 
さ
ん
（
海
老
瀬
）

え 

だ 
か
ね 
き
ち

は
、
１
月
で
満
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
、
慶
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
の
秘
け
つ
は
、
い
つ
も
奥

さ
ん
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い

て
、
愛
妻
家
で
あ
る
こ
と
。

　

ご
家
族
は
「
体
調
に
注
意
し
て
、

ま
だ
ま
だ
長
生
き
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

祝
１
０
０
歳
到
達

　

平
成　

年　

月　

日　

、
中
央

23

11

27

(日)

公
民
館
で
い
た
く
ら
ダ
・
カ
ー
ポ

の
会
主
催
に
よ
る
「
東
日
本
大
震

災
ダ
・
カ
ー
ポ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
８
９
名
の
参
加
者
で
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
も
満
席
と
な
り
、
主

催
者
か
ら
義
援
金　

万
円
が
被
災

50

地
の
宮
城
県
東
松
山
市
の
社
会
福

祉
法
人
「
矢
本
愛
育
会
」
知
的
障

害
者
厚
生
施
設
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

い
た
く
ら
ダ
・
カ
ー
ポ

の
会

�
　

－

０
６
４
９

77

震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

慶
祝
訪
問
事
業

義
援
金
寄
附

　

平
成　

年　

月　

日　

、
Ｊ
Ａ

23

12

22

(木)

邑
楽
館
林
板
倉
西
支
所
で
町
主
催

に
よ
り
、 
瑞  
宝  
単  
光 
章
を
受
章
さ

ず
い 
ほ
う 
た
ん 
こ
う

れ
た 
櫻  
井  
保  
高 
さ
ん
（
内
蔵
新
田
）

さ
く
ら 
い 
や
す 
た
か

の
叙
勲
受
章
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
櫻
井
さ
ん
は
、
昭
和　
55

年　

月
か
ら　

年
の
長
き
に
わ
た

12

30

り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
、
平
成　

年　

月

16

12

か
ら
は
群
馬
県
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ　

秘
書
人
事
係

�
内
線
１
１
１

地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力

　

１
月　

日　

に 
須  
藤  
泰  
樹 
さ
ん

す 
ど
う 
や
す 
き

11

(水)

（
海
老
瀬
）
と 
井  
本  
淑  
子 
さ
ん
（
桐

い 
も
と 
と
し 
こ

生
市
出
身
）
が
婚
姻
届
を
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
出
会
い
の
き
っ
か
け

は
、
お
と
と
し
、
町
・
商
工
会
青

年
部
・
邑
楽
館
林
農
協
青
年
部
板

倉
支
部
で
主
催
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
で
、
い
っ
し
ょ
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
話
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
お
二
人

の
末
永
い
幸
せ
を
お
祈
り
し
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
２

婚
活
ゴ
ー
ル
イ
ン
第
２
号

平
成　

年
秋
の
叙
勲

23

婚
活
応
援
事
業

不法投棄・野焼きは
絶対ダメ！

　不法投棄及び野焼き（焼却禁止の例外を除く）

は廃棄物処理法で禁止されていますので、絶対に

やめましょう。

問合せ　資源化センター
�８２－５３７１
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今月も町の話題が盛りだくさん！

    決意新たに　　　 
　１月８日(日)、東洋大学板倉キャンパスで

成人式が行われました。新成人を代表して

 小  島  聡  恵 さん（岩田）が「発言や行動に責任
こ じま さと え

を持ち、立派な成人としての役割を果たして

いきます」と誓いの言葉を述べ、成人の主張

では、３名の新成人がそれぞれ家族への感謝

の言葉、生まれ育った町への思い、仲間との

つながり、今後の目標など、新成人や式典参

加者を前に発表しました。

　また、式典では中学２年生の立志式で封を

したタイムカプセルを開封し、３名の新成人

が中学校時代の恩師立ち会いの下、20歳の自

分へのメッセージを読み上げました。

　式典後には成人式実行委員会主催による

記念パーティーが催され、久しぶりに顔を合

わせた新成人たちは、皆晴れやかな笑顔でか

つての級友や恩師との再会を喜び、写真を撮

り合う姿が見られました。

　昨年３月に東日本大震災を体験した２０５

名の新成人は、復興の一翼を担う決意を胸

に、新たな一歩を踏み出しました。

　　賀詞交歓会で意見交換
　１月29日(日)、東洋大学板倉キャンパスで

賀詞交歓会が行われました。第１部では、下

関市立大学 荻  野  喜  弘 学長（大字板倉出身）を
おぎ の よし ひろ

講師に招き、『日本経済の現状と展望』と題し

て記念講演会が行われました。第２部では、

町や町内企業、官公署及び法人など、各分野

のかたがたで、貴重な情報交換や意見交換が

行われ、今後の町の活性化につながる貴重な

機会となりました。

広報いたくら　Ｈ24．２．１(9)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　犠牲者ゼロを目指して

　　意識を集中して

　　健やかな成長を願い

　　楽しく新年の集い

　１月８日（日）、岩田長良神社で室町時代か

ら続く伝統行事「弓取式」が行われました。

　４月に小学生になる 高  橋  大  洋 くん（岩田）
たか はし たい よう

が矢を放ち、見事に６ｍ先の的に当たると、

見守っていた参列者から大きな拍手が送ら

れました。大洋くんは「寒さと緊張で手が震

えたけれど、楽しかった」と話していました。

　１月15日（日）、板倉中学校体育館で板倉町

子ども会上毛かるた大会が開催されました。

今年で46回目の開催となる伝統ある大会、冬

の子ども会の行事として定着しています。　

　大会には小学生４７８名が参加。選手た

ちは意識を集中させ、団体戦や個人戦でそれ

ぞれ頂点を目指し、競技に挑みました。

　１月６日（金）、板倉保育園で祖父母や地域

の高齢者のかたがたを招き、新年の集いが行

われました。園児たちは祖父母らとかるた

など、ゲームをして楽しく過ごしました。　

　また、館林 達  和  会 の 関  口  達  也 さんが和太鼓
たつ わ かい せき ぐち たつ や

演奏や、伝統芸能の 鬼  剣  舞 、獅子舞を披露
おに けん ばい

し、新年の集いを盛り上げました。

　１月22日（日）、中央公民館で水防災講演会が

開催されました。群馬大学大学院工学研究科

の 片  田  敏  孝 教授は、「想定を超える災害に備
かた だ とし たか

えるためには、想定にとらわれず、最善を尽

くし、率先避難者たれ」と力強く語られました。

　また、アンケート結果に基づく町の災害時

の避難シミュレーションも公開されました。
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国
民
年
金
保
険
料
が
安
く
な
る

と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
制
度
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
月
々
の
保
険
料
は
１
５，
０
２

０
円
で
す
（
平
成　

年
度
）。

23

　

国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保

険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る

「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
１
年
分
（
ま
た
は

６
か
月
分
）
の
保
険
料
を
前
納
す

る
と
、
納
付
書
を
使
用
し
て
現
金

で
前
納
す
る
場
合
よ
り
も
さ
ら
に

お
得
で
す
。
口
座
振
替
で
保
険
料

の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

２
月
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩いいいいいいいいいい場場場場場場場場場場でででででででででで腕腕腕腕腕腕腕腕腕腕をををををををををを振振振振振振振振振振るるるるるるるるるる憩い場で腕を振るううううううううううう

妥妥妥妥妥妥妥妥妥妥協協協協協協協協協協ししししししししししなななななななななないいいいいいいいいい料料料料料料料料料料理理理理理理理理理理ででででででででででおおおおおおおおおおももももももももももててててててててててなななななななななな妥協しない料理でおもてなししししししししししし

国
民
年
金
保
険
料
の

割
引
制
度
に
つ
い
て

１
年
分
の
保
険
料

前
納
制
度
が
お
得

　

い
し
く
ら
・
て
る
ゆ
き　

大
字
大
高
嶋
出
身

／
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
の
閑
静
な
郊
外

に
建
て
ら
れ
た
温
泉
施
設
、
見
沼
天
然
温
泉

『
小
春
日
和
』
で
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
の
経
験
を

生
か
し
、
料
理
長
と
し
て
腕
を
振
る
い
ま
す
。

　

料
理
長
と
し
て
奮
闘

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
に

オ
ー
プ
ン
し
て
３
年
目
を
迎
え
た

見
沼
天
然
温
泉『 
小  
春  
日  
和 
』。
地

こ 
は
る 
び 
よ
り

下
１，
５
０
０
ｍ
か
ら
く
み
上
げ

る
源
泉
は
、
泉
温　

℃
の
効
能
豊

38

か
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
強
塩
温

泉
で
、
日
に
よ
っ
て
は
２
５
０
台

の
駐
車
場
が
満
車
に
な
る
ほ
ど
混

み
合
う
日
帰
り
の
温
泉
施
設
で
す
。

　

料
理
長
と
し
て
毎
日
調
理
場
で

奮
闘
し
て
い
る
の
は
、
板
倉
町
出

身
の
石
倉
さ
ん
。
早
く
に
両
親
を

亡
く
し
て
家
族
の
食
事
を
作
る
う

ち
に
自
然
に
料
理
を
す
る
こ
と
が

身
に
つ
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

経
験
か
ら
得
た
確
か
な
腕

　

高
校
生
の
時
に
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
た
食
堂
の
先
輩
に
誘
わ
れ
、

　

歳
で
東
京
に
出
て
か
ら
イ
タ
リ

19

石倉 照幸さん

(11) 広報いたくら　Ｈ24．２．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
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さ
い
。
口
座
振
替
は
４
月
末
日
に

な
り
ま
す
。

　

１
年
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替

で
前
納
す
る
と
、
３，
７
８
０
円

が
、
６
か
月
分
の
保
険
料
を
口
座

振
替
で
前
納
す
る
と
、
１，
０
２

０
円
が
、
同
じ
月
数
の
保
険
料
を

毎
月
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
割
引

に
な
り
ま
す
（
平
成　

年
度
）。

23

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
「 
早  
割 
」

は
や 
わ
り

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
通

常
の
口
座
振
替
は
翌
月
末
日
の
と

こ
ろ
を
１
か
月
早
め
る
こ
と
で
、

１
か
月
当
た
り
の
保
険
料
が　

円
50

割
引
に
な
る
お
得
な
制
度
で
す
。

納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
い
の
で
、

安
心
・
確
実
で
す
。「
早
割
」制
度

を
ご
希
望
の
か
た
は
、
金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２

○
太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

�
　

－

３
７
１
２

49

■レポーター
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中島初枝

情
報
を
読
み
解
く
力
で
前
兆
現
象
を
と
ら
え
る

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　

食
環
境
科
学
科

■主な研究テーマ
・カオス、フラクタル、地球環境情報学、
　品質管理学

ア
ン
、
フ
レ
ン
チ
、
和
食
、
鉄
板

焼
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で

料
理
の
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。 

「
調
理
人
は
、
普
段
は
裏
方
と
し

て
直
接
お
客
様
と
会
話
を
す
る
こ

と
は
な
い
の
で
す
が
、
目
黒 
雅  
叙 
が 
じ
ょ

園
の
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
で
は
、
後

輩
の
指
導
を
す
る
か
た
わ
ら
、
私

も
店
に
出
て
お
客
様
の
相
手
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
し
、
サ
ー
ビ
ス
業
と

し
て
の
勉
強
も
身
に
つ
け
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
時
に
石
倉
さ
ん

を
ひ
い
き
に
来
て
く
れ
て
い
た
お

客
様
が『
小
春
日
和
』の
オ
ー
ナ
ー

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

出
会
い
に
恵
ま
れ

　

現
在
フ
ロ
ン
ト
、
調
理
場
、

ホ
ー
ル
に
総
勢　

人
ほ
ど
が
３
交

50

代
で
働
い
て
い
ま
す
。
女
性
ば
か

り
の
職
場
な
の
で
個
性
を
尊
重
し

な
が
ら
仕
事
を
教
え
て
い
く
の
は

な
か
な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
会

得
し
て
き
た
石
倉
さ
ん
だ
け
に
出

す
料
理
に
は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま

す
。「『
小
春
日
和
』
で
は
、
毎
日

食
材
を
仕
入
れ
、
常
に
鮮
度
に
気

を
使
い
、
料
理
に
も
工
夫
を
こ
ら

す
な
ど
、
少
し
で
も
お
客
様
に
満

足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
特
に
昼
間
は
常
連
の
お

客
様
が
多
い
の
で
、
四
季
折
々
の

食
材
を
使
っ
た
飽
き
の
こ
な
い
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
お
出
し
し
て
い

ま
す
。
中
に
は
味
を
気
に
入
っ
て

通
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
増
え

て
き
ま
し
た
よ
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

休
み
が
あ
れ
ば
出
か
け
て
い
く

ほ
ど
の
ゴ
ル
フ
好
き
の
石
倉
さ

ん
、
こ
れ
ま
で
に
大
切
な
出
会
い

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
人
と

の
出
会
い
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
と

人
生
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
憩
い
の
場

で
、
お
客
様
に
心
か
ら
喜
ん
で
元

気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
料

理
を
作
っ
て
行
き
た
い
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

 
上  
條  

か
み 
じ
ょ
う 

賢  
一  
教
授

け
ん 
い
ち

情報工学はすべての学問への汎用技術
　コンピュータ－関連の民間企業システムエン
ジニアなどを経て、工学部から板倉キャンパス
開学と同時に生命科学部に在籍の経歴を持つ上
條教授。生命科学部でほとんどの教員が生物関
連分野の専門家であるなか、情報工学の視点か
ら生命科学に迫る上條教授は異質な存在です。
　自ら隙間産業のようなものと表現する研究は
「それぞれの分野が縦軸だとすると、自身が担
う情報工学は、どの縦軸とも必ず交わる点を持
つ横軸」と話す上條教授。実際、生命科学の分
野の研究でも膨大なデータから必要な情報をど
う読み解き、整理整 頓 するかは情報工学に頼る

とん

ところであり、情報処理の技術をもってさまざ
まなシミュレーションも可能となるそうです。

フラクタル次元増大の法則
　現在、特に興味を持っているのがカオスやフ
ラクタルについて、いわゆる複雑なものをその
ままとらえようとする複雑系情報学という領域
です。例えば急な病状の悪化や予知不可能とさ
れる突発的な事故や震災が生じる前には、必ず
複雑で激しいデータ変化（混沌）を伴うはずと
いうのが上條教授の仮説。これを『フラクタル
次元増大の法則』と呼び、３年前の館林市で発生
した竜巻もこの法則にあてはまるとのこと。　
　「前兆現象を事前にとらえることができれば、
病気や事故を食い止める手立てとなるかもしれ
ない」と、落語をこよなく愛する上條教授は、
ユーモアあふれる口調で話してくれました。
■レポーター　広報編集委員　土橋ひろ子



( 12)

◆
申
込
先
・
受
付

２
月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

(水)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

東
部
公
民
館

◆
プ
ロ
に
学
ぶ
和
菓
子
教
室

　

和
菓
子
を
ご
家
庭
で

　
　
　
　

季
節
の
味
に
挑
戦
！

日
時　

２
月　

日　
18

(土)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

桜
も
ち
・
二
色
き
ん
と

ん
・
三
色
だ
ん
ご
づ
く
り

講
師　
 
小  
椚 

お 
く
ぬ
ぎ 

弘  
靖 
さ
ん

ひ
ろ 
や
す

対
象　

一
般
成
人
９
名

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

◆
キ
ャ
ン
デ
ィ
ブ
ー
ケ
教
室

　

誕
生
日
や
お
祝
い
事
の

　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
最
適
！

日
時　

２
月　

日　
22

(水)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

キ
ャ
ン
デ
ィ
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
使
っ
た
ブ
ー
ケ
型
の
ア

レ
ン
ジ
製
作

講
師　
 
小  
久  
貫 
き
よ 
江 
さ
ん

お 

く 
ぬ
き 

え

対
象　

一
般
成
人　

名
15

材
料
代　

１，
０
０
０
円

　

各
公
民
館

◆
県
立
板
倉
高
等
学
校
作
品
展

日
時　

２
月
２
日　

〜　

日　

(木)

29

(水)

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時　

２
月　

日　
18

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　

２
月　

日　
18

(土)

　
　
　

午
前　

時
10

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　

２
月　

日　
18

(土)

          
午
前　

時　

分

10

30

内
容　

絵
本
・
工
作
・
紙
芝
居
・

遊
び

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

◆
第　

回
板
倉
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

11

発
表
会

日
時　

２
月　

日　
19

(日)

　
　
　

開
場　

午
後
１
時

　
　
　

開
演　

午
後
１
時　

分
30

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

主
催　

板
倉
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

◆
ふ
れ
あ
い
新
春
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト

日
時　

２
月　

日　
19

(日)

　
　
　

開
場　

午
後
５
時　

分
30

　
　
　

開
演　

午
後
６
時

場
所　

南
部
公
民
館

　
　
　

２
階
大
ホ
ー
ル

出
演
者　

小
倉
ト
シ
オ
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
サ
ラ
・
レ
ク

タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
代　

１，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

南
部
公
民
館

主
催　

南
部
公
民
館
利
用
団
体
連

絡
協
議
会

中央公民館　�82- 2435 �82- 2436

東部公民館　�82- 1241 �80- 4047

南部公民館　�82- 1424 �82- 1943

北部公民館　�77- 1855 �77- 1854

海洋センター　�82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館　�82- 1935 �82- 0664

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

The s t ep Boar d of  Educat i on

各
公
民
館

　

受
講
生
募
集

各
公
民
館
・
わ
た
ら
せ
自
然
館

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

各施設お問合せ先

お
知
ら
せ

　

教
育
行
政
相
談
窓
口

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、児
童
・

生
徒
の
学
習
や
生
活
な
ど
を
指

導
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員

仕
事
内
容　

特
別
な
支
援
が
必

要
な
児
童
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員　

中
学
校
１
名

勤
務
時
間　

週
５
日
で　

時
間

35

以
内

給
与　

時
給
９
０
０
円

任
期　

１
年（
４
月
６
日　

〜
(金)

平
成　

年
３
月　

日　

）

25

31

(日)

選
考
方
法　

面
接

申
込
方
法　

履
歴
書
持
参
の

上
、学
校
教
育
係
へ

申
込
期
限　

２
月　

日　
24

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

学
校
教
育
係

�
内
線
６
１
２

特
別
支
援
員
を
募
集

◆成人式

広報いたくら　Ｈ24．２．１(13)

　

わ
た
ら
せ
自
然
館

◆
写
真
展
「
遊
水
地
の
詩
」

日
時　

２
月　

日　

〜　

日　

16

(木)

26

(日)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展　

オ
リ
エ
ン
ト
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

入
場
料　

無
料

◆
「
三
昧
次
元
展
２
０
１
２
」

〜
ゴ
ワ
サ
ン
デ
ネ
ガ
イ
マ
シ
テ
ハ
〜

日
時　

３
月
１
日　

〜　

日　
　

(木)

11

(日)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
30

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展

　

立
体
造
形　
 
田  
中  
達  
也 
さ
ん

た 
な
か 
た
つ 
や

　

イ
ラ
ス
ト　
 
薗  
部  
賀  
蓉  
子 
さ
ん

そ
の 
べ 

か 

よ 

こ

入
場
料　

無
料

　

各
公
民
館
で
、
蔵
書
点
検
を
行

い
ま
す
。
点
検
実
施
日
は
、
図
書

及
び
視
聴
覚
資
料
な
ど
の
貸
出
・

返
却
を
行
い
ま
せ
ん
。

中
央
公
民
館　

２
月　

日　

・　

13

(月)

14

日　
(火)

北
部
公
民
館　

２
月　

日　
15

(水)

南
部
公
民
館　

２
月　

日　
17

(金)

東
部
公
民
館　

２
月　

日　
20

(月)

　

教
育
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
要
望
を
受
け
付
け
る
た
め
、
教

育
行
政
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
方
法　

直
接
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
施
設
係

�
内
線
６
１
１

�
　

－

４
０
０
４

80

�

kyouiku@town.itakura.

gunma.jp

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
気
の
合

う
人
を
探
し
ま
せ
ん
か
？　

真
面

目
に
結
婚
を
考
え
て
い
る
か
た
、

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
４
日　
(日)

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

場
所　

邑
楽
町
公
民
館

内
容　

パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の
き
っ

か
け
の
場
を
提
供

対
象　
　

歳
以
上
で
未
婚
の
男
女

18

参
加
費　

無
料

定
員　
　

名
40

申
込
受
付
期
間　

２
月　

日　

〜

15

(水)

３
月
３
日　
(土)

主
催　

邑
楽
郡
婦
人
連
絡
協
議
会

申
込
先
・
問
合
せ

邑
楽
町
公
民
館

�
　

－

１
２
９
０

88

お
知
ら
せ

　

図
書
貸
出
の
休
止

　

１
月　

日　

、
板
中
体
育
館

15

(日)

に
お
い
て
第　

回
板
倉
町
子
ど

46

も
会
上
毛
か
る
た
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
頂

点
を
目
指
し
、
一
生
懸
命
に
か

る
た
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
４
７
８
人

の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
月　

日　

、
明
和
町
社
会

22

(日)

体
育
館
に
お
い
て
第　

回
邑
楽

46

郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
る

た
大
会
に
て
、
準
優
勝
ま
で
入

賞
し
た
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

若
あ
ゆ
子
ど
も
会
の
選
手
達
が

複
数
の
部
門
で
優
勝
し
、
県
大

会
へ
の
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

板
倉
町
・
邑
楽
郡
上
毛
か
る
た
大
会

〜
郡
大
会
で
板
倉
町
の
選
手
が
大
活
躍
〜

行政区団体名成績団体戦

21若あゆ子ども会Ａ優　勝

小学生
高学年

21若あゆ子ども会Ｂ準優勝

21若あゆ子ども会Ｃ
第３位

24原宿子ども会Ｂ

21若あゆ子ども会Ｂ優　勝

小学生
低学年

21若あゆ子ども会Ａ準優勝

12わかさぎ子ども会Ａ
第３位

16大利根子ども会Ａ

行政区選手名（敬称略）成績個人戦

21飯　塚　涼　真優　勝

小学生
高学年

21奈　良　栞　莉準優勝

24石　原　詩　音
第３位

26小　林　一　樹

21飯　塚　愛　悠優　勝

小学生
低学年

21矢　内　美　砂準優勝

24小　林　遼太郎
第３位

31森　田　菜　生

お
知
ら
せ

　

教
育
行
政
相
談
窓
口

戦
国
時
代
の
佐
貫
地
域

　

戦
国
期
に
お
け
る
周
辺
の
様

相
の
中
で
果
た
し
て
き
た
板
倉

城
・
飯
野
城
・
海
老
瀬
城
な
ど

の
役
割
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

３
月
３
日　
(土)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

講
師　

都
立
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
 
峰  
岸  
純  
夫 
氏

み
ね 
ぎ
し 
す
み 
お

参
加
費　

無
料

申
込
先
・
問
合
せ

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
３

〜
平
成　

年
度
板
倉
学
講
座
〜

23

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス

　

婚
活
交
流
会

団体名・選手名成績部門

若あゆ子ども会優勝小学校高学年団体

奈　良　栞　莉優勝小学校高学年個人

飯　塚　愛　悠優勝小学校低学年個人

○
郡
大
会
結
果

○
町
か
る
た
大
会
結
果
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《広告》《広告》

『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　
広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）
対象企業　公社・公益法人ならびに事業所を有する私企業・
事業者
料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円
下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円
申込先・問合せ　情報広報係　�内線１５１

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
券

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す

る
在
宅
の
か
た

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
か
た
で
障
害
の
程
度
が

１
、
２
級
の
か
た

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

※
①
、
②
、
③
に
該
当
し
て
も
自

動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外

④　

歳
以
上
（
昭
和　

年
４
月
１

70

18

日
以
前
生
ま
れ
）
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
（
隣
接
し
た
敷
地
を
含
む

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い

る
場
合
、
二
世
帯
住
宅
の
場
合
な

ど
は
対
象
外
）

⑤
母
子
・
父
子
家
庭
世
帯
（　

歳
18

未
満
の
児
童
の
い
る
世
帯
に
限
り

ま
す
）

※
④
、
⑤
に
該
当
し
て
も
四
輪
自

動
車
を
所
有
す
る
世
帯
は
対
象
外

申
請
先　

担
当
区
域
の
民
生
委
員

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

２
月　

日　
17

(金)

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

　

過
去
１
年
間
に
実
際
に
締
結
さ

れ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
賃
借

料
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
情
報
提
供

し
ま
す
。

地
域　

板
倉
町
全
域

平
均
額　

１
０，
２
０
０
円

�
内
線
３
２
３

　
 
腎 
臓
ま
た
は
小
腸
の
機
能
に
障

じ
ん

害
の
あ
る
か
た
が
、
人
工
透
析
ま

た
は
中
心
静
脈
栄
養
法
も
し
く
は

経
腸
栄
養
法
に
よ
る
医
療
の
給
付

を
受
け
る
た
め
に
医
療
機
関
へ
通

院
し
た
場
合
、
そ
の
医
療
機
関
へ

の
通
院
に
要
し
た
交
通
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
項
目
全
て
に
該
当

し
て
い
る
か
た

○
板
倉
町
に
居
住
し
、
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
か
た

○
腎
臓
機
能
障
害
ま
た
は
小
腸
機

能
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
か
た

○
医
療
機
関
に
通
院
し
、
腎
臓
機

能
障
害
者
は
人
工
透
析
療
法
、
小

腸
機
能
障
害
者
は
中
心
静
脈
栄
養

法
ま
た
は
経
腸
栄
養
法
に
よ
る
医

療
給
付
を
受
け
て
い
る
か
た
（
入

院
の
期
間
は
対
象
外
で
す
）

○
ほ
か
の
法
令
に
よ
り
通
院
交
通

費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
か
た

○
当
該
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
の
か
た

受
付
期
限　

２
月　

日　
17

(金)

問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

最
高
額　

２
０，
０
０
０
円

最
低
額　

４，
０
０
０
円

（　

ａ
あ
た
り
）

10デ
ー
タ
数　

３
８
６
件

※
使
用
貸
借
及
び
平
均
値
よ
り

１
・
７
倍
以
上
、
平
均
値
よ
り

０
・
３
以
下
の
金
額
は
除
外
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
地
係

�
内
線
４
１
５

　

在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
在
宅
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
か

た
へ
紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

給
付
は
４
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

在
宅
で
暮
ら
し
、
紙
お
む
つ
を

必
要
と
す
る
次
の
か
た

○　

歳
以
上
の
か
た

65
○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
も
し
く

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
所
持
者
で
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
か
た

※
ほ
か
の
制
度
に
よ
り
紙
お
む
つ

の
給
付
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

対
象
外
で
す
。

申
請
方
法　

担
当
区
域
の
民
生
委

員
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
保
険
係

お
知
ら
せ

腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
の
申
請

平
成　

年
度
分

24

紙
お
む
つ
支
給
し
ま
す

有料広告募集中！

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
タ
ク
シ
ー

農
地
の
賃
借
料

情
報
の
提
供

(15) 広報いたくら　Ｈ24．２．１

　

大
勢
で
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
、

懐
か
し
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
健

康
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月　

日　
　

15

(水)

午
後
１
時
〜
２
時　

分
30

場
所　

北
部
公
民
館　

講
堂

内
容　

懐
か
し
の
歌
の
合
唱
と
リ

ズ
ム
体
操

講
師　
 
猪  
之  
良 

い 

の 

ら 
高  
明 　

音
楽
療
法

た
か 
あ
き

士（
ド
レ
ミ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
所
長
）

募
集
人
数　
　

名
40

な
い
よ
う
、
現
在
関
係
機
関
と
協

力
し
て
診
療
体
制
を
維
持
す
る
た

め
の
調
整
を
図
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
細
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72

　

お
口
の
中
の
ば
い
菌
は
、
虫

歯
・
歯
周
病
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
お
口
の
中
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
３
日　
　

午
後
３
時

(土)

〜
５
時

場
所　

館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
）

対
象　

館
林
市
邑
楽
郡
内
に
在
住

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

２
月　

日　
10

(金)

申
込
先
・
問
合
せ

介
護
保
険
係

�
内
線
３
２
３

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
平
成　
24

年
４
月
よ
り
整
形
外
科
の
常
勤
医

師
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
診
療
体
制
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
ご
不
便
を
か
け

　館林地区消防組合では、平成23年
度公募による第２回普通救命講習会
を開催します。

期日　３月18日(日)
時間　午前９時～正午
場所　明和消防署会議室・西分署会
議室
服装　動きやすい服装
対象　板倉町・明和町・千代田町・
邑楽町・館林市に在住・在勤・在学
している15歳以上のかた
定員　明和消防署　20名
　　　西分署　　　20名
※各署先着順
内容　心肺 蘇 生法やＡＥＤの取り扱

そ

いなど（参加費は無料）
申込期間　
２月15日(水)～３月10日(土)
申込先・問合せ
○明和消防署
�８４－３１３１
○西分署
�７５－６６５６

この手で救える命
普通救命講習会開催

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

口
腔
ケ
ア
研
修
会

歌
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う

音
楽
療
法
教
室
開
催

の
か
た

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

30

内
容　
「
プ
ロ
に
学
ぼ
う　

口 
腔 くう

ケ
ア
の
常
識
」（
講
義
・
実
習
）

講
師　
 
合  
場 

あ
い 

ば 
千  
佳  
子 　

準
教
授

ち 

か 

こ

（
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期
大
学
）

受
講
料　

無
料

申
込
受
付　

２
月　

日　
　

午
前

20

(月)

９
時

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー

�
　

－

８
８
１
８

73

館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座
開
催

日
時　

２
月　

日　
　

午
後
４
時

21

(火)

場
所　

館
林
厚
生
病
院　

多
目

的
ホ
ー
ル

内
容　

「
薬
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

〜
さ
あ
薬
剤
師
を
使
い
こ
な
そ

う
〜
」

講
師　
 
神  
谷 

か
み 
や 
輝  
彦 　

薬
剤
師
（
館

て
る 
ひ
こ

林
厚
生
病
院
薬
剤
室
室
長
補
佐
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

協
賛　

館
林
邑
楽
郡
医
師
会

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72

館
林
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

電話当 番 店曜日日月

82- 0095山岸管工設備土４

２

82- 0261㈲小倉設備日５

77- 0057宇治川管工祝11

82- 1856高田管工設備日12

77- 0358㈲長谷川設備土18

82- 2982土橋設備日19

82- 2152㈲佐山設備土25

82- 0537㈲根岸工業日26

82- 1025㈲鈴木設備土３

３

82- 0027㈲岩崎設備日４

82- 0001㈲しんえい設備土10

82- 0095山岸管工設備日11

82- 0261㈲小倉設備土17

77- 0057宇治川管工日18

82- 1856高田管工設備祝20

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　２月24日（金）
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平
成　

年
中
に
財
産
を
も
ら
っ

23

た
か
た
は
、
２
月
１
日　

〜
３
月

(水)

　

日　

の
間
に
贈
与
税
の
申
告
書

15

(木)

を
館
林
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成　

年
中
に
土
地
・
建
物
、

23

株
式
な
ど
を
お
売
り
に
な
っ
た
か

た
は
、
２
月　

日　

〜
３
月　

日

16

(木)

15

　

の
間
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書

(木)を
館
林
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
税
務
署
の
閉
庁
日（
土
日
・
祝

日
な
ど
）は
、
相
談
及
び
受
付
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
太
田

市
の
イ
オ
ン
会
場
で
は
相
談
及
び

受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

贈
与
税
の
申
告
書
や
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
ご
自
宅
や
事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（www

.
nta.go.jp

）の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
金
額
な

ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
や
贈
与
税
の

申
告
書
が
自
動
で
計
算
さ
れ
、
印

刷
し
た
申
告
書
を
そ
の
ま
ま
郵
送

な
ど
で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

申
告
書
な
ど
の
用
紙
が
必
要
な

か
た
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
等
情
報
」
か
ら
印

刷
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
税
務
署

ま
た
は
町
の
窓
口
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

　

土
地
・
建
物
、
株
式
な
ど
を
お

売
り
に
な
っ
た
場
合
の
所
得
税
申

告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
子
申
告

（
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
）で
の
申
告
を
お
勧

め
し
ま
す
。
な
お
、
贈
与
税
の
申

告
に
つ
き
ま
し
て
は
電
子
申
告

（
ｅ－
Ｔ
ａ
ｘ
）で
の
申
告
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
税
務
署

�
　

－

４
３
７
３

72

　

県
立
館
林
高
等
学
校
で
は
、
平

成　

年
度
定
時
制
課
程
選
抜
試
験

24
を
実
施
し
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

２
月　

日　

〜　

日　

正
午

27

(月)

28

(火)

試
験
日　

３
月
８
日　

（
全
日
制

(木)

後
期
選
抜
と
同
じ
日
）

試
験
内
容　

○
学
力
試
験
（
国
語
・
数
学
）

○
作
文
・
面
接

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
学
校
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

館
林
高
等
学
校

�
　

－

４
３
０
７

72

　

桐
生
女
子
高
等
学
校
通
信
制
課

程
は
、
男
女
共
学
普
通
科
で
、
年

齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
レ
ポ
ー
ト
学
習

を
進
め
る
こ
と
と
、
月
２
回
（
隔

週
日
曜
日
）
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
授

業
へ
出
席
す
る
こ
と
が
学
習
の
中

心
で
す
。

　

学
習
意
欲
の
あ
る
か
た
の
入
学

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

等
学
校
の
中
途
退
学
者
の
場
合
は

編
入
学
が
可
能
で
す
。

願
書
受
付
期
間　

○
新
入
生

３
月　

日　

〜　

日　

正
午

12

(月)

30

(金)

○
編
入
生　

３
月　

日　

〜　

日　

正
午

12

(月)

27

(火)

○
転
入
生　

３
月
５
日　

〜　

日　

正
午

(月)

21

(水)

※
願
書
な
ど
必
要
書
類
は
、
２
月

１
日
よ
り
本
校
に
て
配
布
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

桐
生
女
子
高
等
学
校
通
信
制

�
０
２
７
７－

　

－

２
１
８
１

32

�
０
２
７
７－

　

－

２
１
８
１

32

�

tsushin@kirijo-hs.gsn.

ed.jp 桐
生
女
子
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

県
立
館
林
高
等
学
校

定
時
制
課
程
生
徒
募
集

贈
与
税
の
申
告
・

譲
渡
所
得
の
確
定
申
告

測定値(マイクロsv/ h)

観測地点観測施設 地表から１ｍ地表から50cm地表

最高値最低値最高値最低値最高値最低値

0. 0810. 0700. 0840. 0780. 0980. 071校庭板倉中学校

0. 0880. 0810. 0910. 0830. 0900. 085校庭東小学校

0. 0850. 0800. 0910. 0800. 0980. 084校庭南小学校

0. 0920. 0800. 0950. 0850. 1090. 080校庭北小学校

0. 0810. 0670. 0810. 0730. 0750. 068校庭西小学校

0. 0920. 0870. 0940. 0840. 0930. 083中央渡良瀬運動場

0. 1320. 1220. 1310. 1260. 1520. 144中央渡良瀬サッカーグラウンド

0. 0720. 0680. 0720. 0660. 0720. 067園庭北保育園

0. 0640. 0630. 0660. 0570. 0810. 071園庭板倉保育園

0. 0830. 0750. 0840. 0770. 0920. 084館庭児童館

0. 0840. 0780. 0850. 0800. 1030. 078園庭そらいろ保育園

0. 0720. 0670. 0810. 0680. 0850. 077園庭ひまわり幼稚園

0. 0750. 0670. 0790. 0680. 0900. 073園庭まきば幼稚園

※平成23年12月17日～平成24年１月20日の期間での最低値及び最高値を表示しています。
※屋外活動を制限する国の基準は、毎時１マイクロシーベルトです。

　町では、町内の小中学校・幼稚園・保
育園、運動場など、各施設の放射線量を
週に一度計測しています。
測定方法　地表面と地表からの高さ50㎝
と１ｍをそれぞれ測定
測定値　機器の指示値を10秒間隔で連続
して12回読み取り、最大値・最小値を除
く10回の平均値
測定機器　堀場製作所製　環境放射線モ
ニター　ＰＡ-1000Ｒadi
問合せ
小中学校に関して
○学校教育係　�内線６１３
運動場・グラウンドに関して
○海洋センター　�８２－０８５８
保育園・児童館に関して
○福祉係　�内線３１１
その他全体に関して
○資源化センター　�８２－５３７１
町ホームページ
 ht t p: / / www. t own. i t akur a. gunma. j p

測　定　概　要
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金
３
０，
０
０
０
円

沢
れ
い
子
後
援
会
・
ド
リ
ー
ム
会

板
倉
支
部　

様

▼
一
般
寄
附
と
し
て

金
１，
０
０
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様
（
海
老
瀬
）

▼
物
品
寄
附
と
し
て

シ
ク
ラ
メ
ン
１
０
５
鉢

 
田  
村 
た 
む
ら 

謙  
一 　

様
（
細
谷
）

け
ん 
い
ち

書
籍
２
冊

 
松  
島 

ま
つ 
し
ま 

正 　

様
（
前
橋
市
）

た
だ
し

▼
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）

金
３
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様
（
古
河
市
）

金
２
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様
（
古
河
市
）

金
２
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様
（
太
田
市
）

金
２
０，
０
０
０
円

匿
名
希
望　

様

工
事
場
所　

大
字
下
五
箇
地
内

設
計
価
格　

４，
０
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

３，
４
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

３，
４
５
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
根
岸
工
業

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

23

西
側
道
路
整
備
工
事（
橋
梁
部
）

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格　

５，
７
１
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

５，
１
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

５，
１
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設�

※
設
計
価
格
と
予
定
価
格
は
事
後

公
表
で
す
。

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
価
格
で
す
。

▼
指
定
寄
附
（
福
祉
資
金
の
一
部

と
し
て
）

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。
お
気
軽
に
、
資
料（
無
料
）を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

２
月　

日　
29

(水)

問
合
せ　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー

�
０
２
７－

２
３
０－

１
０
８
５

【
環
境
水
道
課
】

▼
平
成　

年
度
下
五
箇
地
区（
町

23

道
２－

　

号
線
）石
綿
管
更
新
配

22

水
管
布
設
替
工
事

定　例　相　談

年累計   353件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（12月16日～12月31日）
４件(   45件)�侵入窃盗
０件(   11件)�車上ねらい
０件(   １件)�自動販売機ねらい
０件(   41件)�乗物盗難
１件(   67件)�その他の事件
１件(   42件)�人身事故
11件( 146件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

国
民
健
康
保
険
税（
第
８
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
８
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
８
期
）

納
期
限　

２
月　

日　
29

(水)

問
合
せ　

課
税
係
・
収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
〜
２
２
２

寄
附
採
納

●人権相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●法律相談　午後１時～３時　
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３４
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前10時～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆こころとからだの発達相談(作業療法士)
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
    ◆ふれあい相談会
　　午後１時15分～３時30分　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�７７ー１８５５

入
札
結
果

平
成　

年
度
放
送
大
学

24

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

新橋病院
７５－３０１１

黛泌尿器科内科医院
６３－７８００

金丸内科医院
８８－３２００

菅沼医院
７２－９０９０

落合医院
７２－３１６０

２月５日
（日）

－
真中医院

７２－１６３０
三浦医院

６２－２９１７
田沼内科医院
８８－７５２２

うえの医院
７２－３３３０

まりレディスクリニック
７６－７７７５

２月11日
（祝）

－
小曽根整形外科
７２－７７０７

みづほクリニック
２０－１１２２

藤原医院
８８－７７９７

さくらクリニック
７２－３８５５

多々良診療所
７２－３０６０

２月12日
（日）

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

澤田皮膚外科
７０－７７０３

湯沢医院
６２－２２０９

増田医院
８２－２２５５

たけい小児科アレルギー科※
７６－２５２５

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

２月19日
（日）

－
最上胃腸科外科
７４－３７６３

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

益田小児科医院※
６２－５５３５

神尾内科医院
７５－１２８８

土井レディスクリニック
７２－８８４１

２月26日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

慶友整形外科病院
７２－６０００

かさはら内科医院
５５－２５３７

ミツワ診療所
７０－３０３０

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

森下内科医院
７３－７７７６

３月４日
（日）

－
館林医院

７４－２１１２
加藤医院

８９－１０３１
阿部医院

６２－５４２８
堀越医院

７３－４１５１
さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

３月11日
（日）

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

群馬アレルギー疾患呼吸器内科
８８－５６７８

おぎわら小児科※
６１－１１３３

横田医院
７２－０２５５

後藤内科医院
７２－０１３４

３月18日
（日）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　　　

午後７時～10時（日、祝日を除く）　　　  
内科・小児科（要電話確認）　　　　             

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。○土井レディスクリニックは婦人科のみの診療になります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。
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今月の表紙

受入日生ごみ・可燃ごみ収集日 かん・びん・危険物収集日 布団・家具類などの受入日

◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」でご確認ください。※(　)内は開催場所になります。

◎窓口延長は、毎週水曜日午後７時15分まで

　１月22日(日)、雷電神社で文化財模擬火災訓練
が行われました。出火を想定し、板倉消防署や
消防団が放水を行い、住民たちが放水銃や消火器
で消火作業に当たりました。訓練は26日の「文化
財防火デー」に併せて、毎年実施されています。

布団・家具類などの受入日

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
４３２１   窓口延長【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日
 ○児童館：日曜日及び祝日
                         ※詳しくは各施設までお問い合わせください。

●教育相談(中公)●精神保健福祉相談
（館保）

◆県民交通安全日

11 建国記念の日10９８   窓口延長７６５

●健康相談(保)●教育相談(中公)
◆おたのしみ広場(児)●健康相談(福)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

◆第13回スポーツ少年団
　レクリエーション大会
　※8: 00～
　(海洋センター)

18171615   窓口延長141312
◆チャレンジ広場(児)

◆１歳６か月児健診
　　　　　　　　(保)

◆県民防犯の日●子育てこころの相談
（館保）

●精神保健福祉相談（館保）
◆季楽里なんでも相談会(季)
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)
◆自転車マナーアップデー

●人権相談(東公)
●行政相談(福)
●法律相談(中公)
●心配ごと相談(福)

◆おはなし会(児)

◆スキー教室

25242322   窓口延長212019
◆高齢者交通安全日

●健康相談(保)
◆水道料金口座振替日
　(１～14区の一部、
　　　　　30～36区)

●教育相談(中公)
●ことばとからだの
　　　　発達相談（保）
◆おたのしみ広場(児)

◆３歳児健診(保)

◆板倉町冬季家庭婦人 
　バレーボール大会
　※8: 30～
　(海洋センター)

３２３／１29   窓口延長282726
◆チャレンジ広場(児)

●ことばとからだの
　　　　発達相談（保）
◆献血(福)
　　  ※10: 00～正午
　　  ※13: 00～15: 30

◆県民交通安全日

◆国民健康保険税
　第８期
◆介護保険料普通徴収
　第８期
◆後期高齢者医療保険料
　普通徴収第８期

●心配ごと相談(福)◆おはなし会(児)

◆板倉町春季第28回
　町民卓球大会
　※9: 00～
　(海洋センター)
◆季楽里特売日

７      窓口延長６５４

●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）●健康相談(福)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

人　口　　 １５，８９３人（－18）
　　男　　　 ７，９０３人（－11）
　　女　　 　７，９９０人（－７）
世帯数　　 　５，３０８戸（－４）
              （　）内は前月比
　　　　  平成24年１月１日現在
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